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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本人英語学習者を対象として、実環境で英語音声を聞き取れるようにな
るために（１）英語子音および文章内の単語の聞き取り能力、および（２）雑音・残響を用いた聞き取り訓練教
材の開発・発展の2点を軸として調査した。その結果、１）静かな環境で正確に聞き取れても雑音や残響がある
中での正確な聞き取りができるとは限らない、２）文脈利用ができる内容であれば聞き取りの正答率は上昇す
る、３）文脈を利用できても雑音や残響がある場合は正答率が下がる、４）文脈が利用できない場合は静かな環
境であっても正答率が下がる、５）条件によるが、雑音や残響を用いた訓練は有効である可能性がある、という
結果が得られた。

研究成果の概要（英文）：This project investigated the perceptual ability of English sounds by native
 listeners of Japanese learning English as a foreign language. This project aims to investigate the 
following two points: (1) perception of English consonants and words by Japanese learners of 
English, and (2) development of listening training materials using noise and reverberation. Through 
several experiments, we found that 1) accuracy in perceiving non-native sounds decrease in presence 
of noise/reverberation, 2) listeners are able to make use of context in some conditions, 3) presence
 of noise/reverberation decreases even the contextually predictable words, 4) accuracy decreases 
when words are contextually unpredictably even in quiet condition, and 5) perceptual training in 
noise/reverberation is effective under certain conditions.

研究分野： 非母語音声知覚

キーワード： 音声知覚　非母語音声　日本人英語学習者　雑音　残響
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研究成果の学術的意義や社会的意義
従来の「静かな環境で行う聴取訓練」ではなく「雑音・残響の中で行う聴取訓練」を提案し、かつその科学的検
証を行う点が本研究の独創的な点である。このような訓練を行うことによって、学習者が教室の外へ出て実際に
英語を使用する場面に直面した時に、雑音や残響の影響を受けることなく円滑なコミュニケーションを取ること
が可能になると考えられる。これは、グローバル化が進み、英語でコミュニケーションを取る機会が増加する現
代における社会的要請に応えることになり、その意義は極めて大きいといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
日常生活で音声言語を用いてコミュニケーションを取る場合、「雑音(残響を含む)」および「文

脈からの予測性」が正確なメッセージの伝達を妨げる要因となり得る。例えば屋外では車の騒音、
他者の話し声など様々な雑音が存在する中で話し相手の声を聞き取らなくてはならない。また、
駅のホームや大教室では雑音のみならず残響が併存し、音声聴取がより困難となる。特に外国語
音声を聞き取る場合、非母語話者が雑音と残響から受ける影響は大きく、子音や母音といった単
音の正確な聴取能力が低下することが知られている。さらにバイリンガル話者でも非母語話者
である限りは母語話者並みの正確性には満たないと報告されている。 
 グローバル化が進む中、国際的な場で英語をツールとして用いる機会が増している。英語学習
教材が数ある中、実環境（雑音や残響がある環境）で英語が聞き取れるようになるような教材、
さらには科学的に効果が検証されている教材が十分にあるとは言えない。先行研究や、申請者が
行ってきた聴取実験の結果から「学習者は、静かな環境で英語を聞き取ることができても、雑音
や残響が入ると途端に聞き取れなくなる」ことが分かっている。そこで申請者は、「従来の静か
な聴取環境で非母語音声の聞き取り訓練を行うのではなく、雑音・残響の中で聞き取り訓練を行
うことで実環境でも聞き取れるようになるのではないか」という研究課題の着想に至った。また、
対象とする音声は単音だけでなく、実際のコミュニケーションで使われる文レベルを用いるこ
とで、より汎用性の高い教材構築を目指す。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、申請者が開発した日本人英語学習者が実環境で英語音声を聞き取れるように
なるための、今までにない雑音・残響を用いた聴取訓練教材をより効果的な教材に発展させると
ともに、汎用性を検証することである。 
 
３．研究の方法 
 本研究課題を遂行する上で行った実験の種類は大きく分けて「聴取実験」と「訓練実験」の 2
つがある。聴取実験では、雑音・残響環境下における単音（英語の子音）および文章内の単語の
聞き取り調査を行った。英語の子音は日本人英語学習者が苦手とする/r/や/l/をはじめとする
様々な子音（閉鎖音、摩擦音など）を対象とした。文章内の単語は、ターゲットとなる単語が文
章の文脈から予測できる単語（例えば、She was swimming in the pool）とできない単語（例え
ば、She was talking about the pool）の 2 種類を対象とした。訓練実験では、雑音・残響環境
下における訓練効果をはかった。 
 
４．研究成果 
 おそらく我々のほとんどは非母語音声（例えば英語）を正確に聞き取ることに苦労した経験が
あるのではないだろうか。このような聞き取りの難しさには、母語と非母語における言語的違い、
非母語の習熟度、さらには、会話の内容について知っているかどうか、どのような環境で会話し
ているか、など様々な原因が関与する。本研究は、主に最後の 2 つの要因に注目し、実験を行っ
た。 
 非母語聴取者にとって、たとえ静かな（例えば教室、図書館、試験会場など）環境では問題が
なくても、背景に雑音や残響がある中で母語ではない言語を聞き取ることは難しい。通常、日常
生活の中でコミュニケーションを取る際は、音声情報に加えて、口の動きやジェスチャー、会話
相手の顔の表情などといった視覚情報も併用しながら聞き取りを行っている。また、文脈情報を
ヒントとして音声の聞き取りを行うこともある。これは、会話の進み方によって、文脈的に使用
されないであろう単語を「候補リスト」から外し、文脈的に適切な単語に候補を絞っていく能力
を必要とする。 
 本研究では、まず異なる英語習熟度を持
つ日本人英語学習者を対象として、文章内
の単語の聞き取りを行った。単語は、文脈か
ら推測できる単語と、推測できない単語の 2
種類を使用した。図１は、静かな環境、信号
対雑音比(SNR: Signal to Noise Ratio)が
5dB と 0dB（（雑音の量は 5dB より 0dB の方
が多い）の 3 種類の聴取環境の中で文章内
の単語を聞き取った結果の平均値を示す。
聴取環境が悪化すると、正答率も下がるこ
とが分かる。 
 
 
 
 
 
 

図１：日本人英語学習者が静かな環境、SNR=5dB および

0dB の雑音下で文章内の単語を聞き取った結果（平均値） 



 図２は、静かな環境（Q）および雑音環境
下（N）で文脈から推測できる単語（high で
示す）と推測できない単語（low で示す）の
正答率の平均値を示す。どちらの聴取環境下
においても、文脈から予測できる単語の方が
できない単語よりも正答率が高いことが分
かる。つまり、音声聴取において文脈の理解
は重要であることが分かる。ただし、Q_low
（静かな環境下で文脈が利用できない単語
の聴取）と N_high（雑音環境下で文脈が利用
できる単語の聴取）の正答率の間には有意差
はなかった。つまり、静かな環境であっても、
文脈から単語を推測できない場合、雑音下で
文脈利用できる単語の聞き取り率と同程度
しか正しく聴取できないことが分かった。ま
た、雑音がある環境下で文脈を利用できない
単語を聞き取る際（N_low）4 割程度しか正
確に聞き取れないことが分かる。日常生活を
送る中で、我々が様々な背景雑音にさらされ
ながら音声の聞き取りを行っていることと、
必ずしも知っている単語や文脈から推測で
きる単語のみを使ってコミュニケーション
を取っているわけではないことを考えると、
「雑音の有無」および「文脈利用の可否」が
いかにコミュニケーションに影響を与える
かが見て取れる。 
 図３は、図１および図２で示した結果をさ
らに海外在住経験の有無でグループ分けし
た結果を示す。海外在住経験のある学習者は
聴取環境（雑音あり・なし）と文脈の有無、
どの組み合わせにおいても経験のない学習
者よりも正答率が高かった。海外在住経験者は、
経験のない学習者と比較してより長い時間英語に
触れた経験を持つことから、非母語話者であって
もターゲット言語にさらされる時間を増やすこと
で学習効果が上昇することが可能であることが示
唆された。 
 また、背景雑音・残響を用いた聴取訓練実験も行った結果、訓練に用いる刺激音にもよるが一
定の効果が認められる結果が得られた。また、訓練効果は個人差も影響することが分かった。個
人に最適な訓練条件を特定するにはさらなる詳細な解析が必要であるため、現在解析を進めて
いる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２：静かな環境（Q）と雑音環境下（N）における文脈か

ら推測できる単語（high）と推測できない単語（low）の

正答率（平均値） 

図３：海外在住経験がある、または日本人英語学習者

における正答率（平均値） 
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